
 

10、陶一周駅伝 

 今年で 54 回を数える陶一周駅伝について回顧してみたいと思います。 

 陶での駅伝大会は昭和 30 年代後半、「第 1 回 陶地区職域対抗駅伝競走」として開催され

たのが最初です。この大会は旧陶支所前を発着点にして、瑞浪市役所を折り返す 7 区間（第

2 回目から 5 区間 27.8km）を 9 チームで争いました。第 1 回の大会冊子には、参加チームと

して曽根、山五、金中、丸国、山十など懐かしの会社名とともに、今なお現役で頑張ってお

られる方の名前が多数並んでいます。 

 こうして始まった大会でしたが、選手の高齢化とともに競技中心の大人の大会から、コー

スを町内一周にして小学生でも参加できる大会に変え現在に至っています。 

この大会は、長い歴史の中で多くの名選手を生んでいます。陶から箱根駅伝に 4 人（羽柴

卓也、中沢正仁、三宅達也、加藤直人（敬称略…以下同じ））、全国高校駅伝男子に 4 人（加

藤直人、三宅達也、伊藤雅一、神谷優斗）、女子に 2 人（西尾奈々、三宅彩加）、全国都道府

県対抗駅伝男子に 2 人（加藤直人、三宅達也）、女子に 2 人(伊藤聡子、沼田知香) が走って

いて、更に全日本中学駅伝女子には陶中チームが 2001 年と 2002 年連続出場しています。 

 陶の駅伝を語る時、保母徳生さん（平成 27 年没）の功績を忘れることはできません。 

 保母さんは 30 代の頃から地元の子供に、陸上を通じ努力と継続の大切さを教え、教え子に

は長距離選手のみならず砲丸投げ、幅跳びなどに活躍した選手もいます。現在、瑞浪市内の

陸上指導者は保母さんの教え子が大半です。 

駅伝は交通規制を伴いますので町民の協力なくしては成立いたしません。今後ともご協力

よろしくお願いいたします。 

下記の表は昭和 39年に開催された第 3回大会のメンバー表です。 

 


